
令和２年10月22日発行 第４号

喜多方建設事務所管内建設工事

安全推進協議会事務局
tel:0241-24-5724（河川砂防課加藤）

１０月１日（木）に全国労働衛生週間に合わせて、喜多方労働基準監督署の

出席を仰ぎ、今年度初の官民合同パトロールを開催しました。
今回はコロナウイルスの感染防止を図るため、必要最小限の人数で実施し、

午後の結果発表会は中止としました。

ここでは、パトロールで良かった点として挙げられた内容の一部を紹介し
ます。

①コロナウイルス感染防止対策
●コロナ感染が疑われる作業員の入場禁止看板

●非接触型体温計による作業員の体温管理

②現場環境対策
●快適トイレ、女性作業員のための女性優先トイレの設置

●騒音・振動計の設置

③現場安全対策
●切土法面に安全ネットの設置

●バックホウ背後に接触防止棒の設置

喜多方労働基準監督署からの講評（喜多方方部に参加）
●各現場とも、整理整頓されており良かった

●現場事務所の入り口に、泥除けのグレーチングが設置され良かった

●コンクリートはつり時は、防塵マスクを着用すること

※イメージ

1.官民合同パトロール開催！！

※快適トイレとは、
洋式便座、水洗機能、二重ﾛｯｸ、衣料掛けﾌｯｸ、

鏡付洗面台、便座除菌ｸﾘｰﾅｰなどを設置したもの

←毎朝、作業員の体温
計測を実施し、記録・

管理を行ったもの

市街地内のCo取り壊し作
業のため、騒音・振動計

を設置した



県土木部では、発注する工事及び業務委託において、遠隔臨場を適用す
ることになりました。

遠隔臨場とは、ウェラブルカメラ等による映像と音声の双方向通信を使用

して「段階確認」、「材料確認」

「立会」を行うものです。

移動・待ち時間を削減すること

により、効率的な時間の活用を図

り、「働き方改革」を推進します。です。

詳しくは、県庁技術管理課のHP

を参照願います。

国交省での遠隔臨場の状況→

現場の皆様はご承知かと思いますが、改めて紹介します。

安全帯については、その全てが見直され、平成３１年２月１日より

「墜落制止用器具」に名称・規格等が変更となりました。
猶予期間として、現行の構造規格に基づく安全帯（胴ベルト型・フルハー

ネス型）を使用できるのは、令和４年１月１日までとなりますので、ご注意

願います。

新基準への更新はお早めに！！

※厚生労働省リーフレットより抜粋

２.遠隔臨場、始めました！！

３.安全帯→墜落制止用器具！？


